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表紙のご紹介「がんばれ！大潟ドリームス」
　ＪＡ共済が毎年開催し、今年で11回目を迎える「ＪＡ共済学童
野球大会」。秋田県内15ＪＡの管内代表が一堂に会し、頂点を目指
します。昨年は決勝まで勝ち進み、惜しくも準優勝だった大潟ドリー
ムス。共済課では６月４日に野球ボール３ダースを贈りました。

（関連記事は３面に掲載）

— ７月の特売 —

あぐりプラザ
トクトク情報

7
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JAだよりおおがた

ＪＡバンクあきたサマーキャンペーンのお知らせ今月のいちおし情報

　ＪＡバンクあきたではただいま「サマーキャンペーン2013」を実施中です。期間中、新規で10万円以上の定
期貯金をお預け入れいただいた個人のお客様には金利年0.3％（税引後0.239％）を設定させていただくほか、数
量限定で「ちょきんぎょグッズ」をプレゼント！ぜひこの機会にご利用下さい！！

お申し込み・お問い合わせは
金融課（45−3018・2211）まで。

ＪＡ大潟村は今年も大潟ドリームスを応援します！
お問い合わせは

生活課（45－2214）まで。

７月10・20・30日
０（ゼロ）のつく日は
　　　　ポイント２倍デー！

７月25日㈭・26日㈮
目玉商品を多数ご用意して
　　　　　お待ちしております！

◎期　　間：平成25年６月17日（月）から８月30日（金）まで
◎対　　象：個人の方

◎対象商品：期間中に新規でお預けいただいた１年もの
「スーパー定期」及び「大口定期」

※対象となるのは新規にお預け入れいただいた10万円以上の１年もの
定期貯金（自動継続）です。
※0.3％の金利は初回満期日まで適用されます。なお、税引後金利は、
20.315％（復興特別所得税0.315％を含む）分離課税後の金利を表
示しています。
※ご継続の際はその時点での店頭金利が適用されます。
※やむをえず中途解約される場合は、ＪＡ所定の中途解約利率が適用
されます。
※商品内容については、ＪＡバンクあきたのホームページ、または、
店頭に備付けの商品概要説明書をご覧ください。

▲

100万円以上お預け入れ
されたお客様には「泉州
産ちょきんぎょ捺染ガー
ゼタオル」もプレゼント!

▲今年のちょきんぎょ
グッズは「クールハ
ンディ」。数に限り
がございますのでお
早めにご来店くださ
い。
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が
ん
ば
れ
！
大
潟
ド
リ
ー
ム
ス

野
球
ボ
ー
ル
を
贈
呈

　

共
済
課
で
は
６
月
４
日
、
野
球
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
「
大
潟
ド
リ
ー
ム
ス
」
へ
ボ
ー

ル
３
ダ
ー
ス
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
共
済
で
は
毎
年
、
生
活
福
祉
活
動

の
一
環
と
し
て
、
学
童
の
体
力
増
強
と
健

全
な
ス
ポ
ー
ツ
精
神
の
育
成
を
図
る
こ
と

な
ど
を
目
的
に
「
Ｊ
Ａ
共
済
学
童
野
球
大

会
」
を
開
催
し
て
お
り
、
県
内
15
Ｊ
Ａ
の

管
内
代
表
が
頂
点
を
目
指
し
ま
す
。
今
回

の
ボ
ー
ル
贈
呈
は
大
会
へ
参
加
す
る
同

チ
ー
ム
を
応
援
す
る
た
め
行
わ
れ
た
も
の

で
す
。
こ
の
日
の
練
習
中
に
細
谷
正
紀
常

務
か
ら
真
新
し
い
ボ
ー
ル
を
手
渡
さ
れ
た

児
童
代
表
は
「
大
会
に
向
け
て
一
生
懸
命

練
習
し
ま
す
」
と
述
べ
、
チ
ー
ム
一
丸
と

な
っ
て
頑
張
る
こ
と
を
誓
っ
て
い
ま
し

た
。

当ＪＡからは小林組合長と細谷常務が出席し、表彰状
と副賞が授与されました

ＪＡ共済学童野球大会は９月14・15日開催予定です！

みんなで茎数などを確認

ＪＡみどりの広場、ぜひご覧ください！

　

５
月
22
日
、
第
３
回
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
あ
き

た
推
進
大
会
が
秋
田
市
内
の
ホ
テ
ル
で
開

催
さ
れ
、
Ｊ
Ａ
大
潟
村
が
特
別
賞
（
個
人

貯
金
お
よ
び
年
金
）
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
優
れ
た
業
績
を
挙
げ
た

県
内
の
「
優
績
Ｊ
Ａ
」
を
表
彰
す
る
と
と

も
に
、
関
係
者
一
同
が
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
の
一

層
の
発
展
を
目
指
し
決
意
を
新
た
に
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
農
林
中
央
金
庫
秋
田

支
店
が
年
１
回
開
催
し
て
い
る
も
の
で

す
。

　

Ｊ
Ａ
で
は
今
後
と
も
、
地
域
の
皆
さ
ま

か
ら
信
頼
さ
れ
選
ば
れ
る
金
融
機
関
を
目

指
し
日
々
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

優
績
Ｊ
Ａ
を
表
彰

第
３
回
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
あ
き
た

推
進
大
会

生
育
は
お
お
む
ね
順
調

青
年
部
圃
場
巡
回

　

Ｊ
Ａ
青
年
部
は
６
月
20
日
、
水
稲
圃
場

巡
回
を
開
催
し
、11
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

青
年
部
で
は
毎
年
こ
の
時
期
、
農
業
基

礎
技
術
の
学
習
会
の
一
環
と
し
て
圃
場
巡

回
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
回
は
青
年
部
員

の
圃
場
計
11
箇
所
を
Ｊ
Ａ
の
営
農
指
導
担

当
職
員
と
共
に
回
り
、
一
株
当
た
り
の
茎

数
、
草
丈
や
葉
緑
素
計
値
な
ど
を
チ
ェ
ッ

ク
し
て
生
育
状
況
を
確
認
し
た
あ
と
、
Ｊ

Ａ
会
館
和
室
で
今
後
の
管
理
に
つ
い
て
確

認
し
ま
し
た
。

　

今
年
異
常
発
生
し
て
い
る
イ
ネ
ヒ
メ
ハ

モ
グ
リ
バ
エ
の
影
響
を
受
け
た
圃
場
も
一

部
見
ら
れ
ま
し
た
が
、
６
月
に
入
り
気
温

が
高
め
に
推
移
し
て
お
り
、
全
体
的
に
生

育
は
お
お
む
ね
順
調
と
の
こ
と
で
す
。

　

ニ
ン
ニ
ク
生
産
班
は
６
月
21
日
に
現
地

講
習
会
を
行
い
、
生
育
状
況
や
収
穫
ま
で

の
管
理
な
ど
に
つ
い
て
確
認
し
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
参
加
者
12
名
の
圃
場
の
う
ち

８
箇
所
を
、
Ｊ
Ａ
の
営
農
指
導
担
当
職
員

と
共
に
巡
回
し
ま
し
た
。
今
年
は
春
先
の

低
温
と
降
水
量
が
少
な
か
っ
た
影
響
で
、

生
育
の
遅
れ
が
心
配
さ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
天
候
の
回
復
と
と
も
に
順
調
に
推
移

し
て
き
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

収
穫
を
前
に
管
理
な
ど
確
認

ニ
ン
ニ
ク
現
地
講
習
会

★
秋
田
テ
レ
ビ
で
放
送
中
の
「
Ｊ
Ａ
み
ど

り
の
広
場
」（
７
月
20
日
（
土
）
午
前

11
時
放
送
予
定
）
で
大
潟
村
の
ニ
ン
ニ

ク
が
紹
介
さ
れ
ま
す
。
が
ん
ば
る
生
産

者
と
と
も
に
お
手
軽
で
お
い
し
い
ニ
ン

ニ
ク
料
理
も
登
場
し
ま
す
の
で
お
楽
し

み
に
！
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★各委員会からの報告

●役員会報告（６月３日）　
　案件に入る前に、役場住民生活課の伊東氏から「葬
祭環境整備検討委員会」で話し合われた内容について
説明があった。会場は「健康館」と今まで通り「村民
センター」という２つの案があり、常設の祭壇と親族
が寝泊まりする場所を作るには、村民センターを改修
する方が健康館より高くつくという。改修費用が約
2,000万円。農協会館にエレベーターを設置して二階
を利用したらという案も出たが、結局最後は、なぜ今
まで利用してきた村民センターを利用する気にならな
いのかと。突然身内に不幸があった時、日常生活の場
を大勢に見られるのはとても困るが、少なくともこれ
が解消でき、当事者に寄り添った配慮があればそんな
に不満はないはず。費用面で健康館が安くつくからと
か、ホテルに行きやすいからというのではなく根本的
な考え方を間違えてはいないかという事だった。最後
に健康館を改修して利用するのは「絶対反対」という
多数の意見で盛り上がった。本来健康館は、特にお年
寄りにとって快適で便利な施設のはず。今まで通り大
切に続けてほしい。
　主な案件が三つ
１．大豆・野菜栽培講習会（６月６日）

 9：00 ～講習会
10：00 ～実習（三村部長のビニールハウス）

２．各大会
７月７日　南秋田郡連合婦人会大会
　　　　　　　　　　（五城目町民センター）
　　11日　家の光大会
　　19日　ＪＡ秋田やまもと女性部との交流会
　いずれも詳細に関しては案内通知で確認のこと。

３．研修について
　９月上旬にＪＡ秋田やまもとの農業祭見学の案も
だされたが、今後執行部で検討し、７月の役員会で
話し合う予定。12月は女性部研修を講演会の予定。
講師は上野千鶴子氏に交渉中。希望の講師や研修が
ありましたら役員までどうぞ！　　（浅沼トク子記）

●大潟村国民健康保険運営委員会の報告（６月５日）
　平成25年４月１日から地方税法の改正に伴う大潟
村国民健康保険税条例の一部を改正する条例の専決処
分報告についてだった。改正内容は軽減措置の拡充
で、減額対象を判定する基準額等の算定において、国
民健康保険から後期高齢者医療に移行した者をその算
定上含むこととする措置について移行後５年目までの
間に限るとしていた要件を撤廃し、恒久的な措置する
ことになった。また特定世帯においても世帯別平等割
額を２分の１軽減する措置に加え特定継続世帯におい
ても、世帯別平等割額を４分の１軽減する措置を講ず
ることになった。特定世帯とはもともと国民健康保険
世帯で、他の世帯員が後期高齢者医療制度へ移行して

（75歳到達から）被保険者ではなくなったため１人だ
けが国民健康保険に残った世帯のこと又特定継続世帯
とは、特定世帯の軽減の５年を過ぎてから３年間は、
国保税の平等割が４分の１軽減になる世帯のことであ
る。前委員の残任期間を任せられて初めての委員会。
どこを読んでもすんなり頭の中に入ってこない。わか

らない所は正直に聞いてよくかみくだき主婦の目から
の意見・疑問を出せたらと思っている。

（浅沼トク子記）

●大豆・野菜栽培講習会（６月６日）
　参加者は私のような初級者～上級者。会員以外の参
加もあり、関心度の高さが伺えました。野菜の講習で
は、説明の途中から多数の質問が出され白熱した勉強
会となりました。日頃抱いていた疑問、本にも載って
いない、今更恥ずかしくて聞けないことも聞くことが
でき、今後は営農支援課にも押しかけてみようと思い
ました。
　＊土壌のＰＨは営農支援課で測定してもらえる
　＊元肥と追肥は違う
　＊芽が出るまでの水やりの必要性（ジャガイモも）
　＊これから植える野菜のポイント
　＊大潟村に適した大豆の播種日
　大豆講習は、場所を移動し三村部長のハウス団地で
行われました。講師の方が耕起した後、全員で種を播
きました。順調に育ってくれることでしょう。ここで
も質疑応答が設けられ、時間が足りない程でした。
　＊鳥よけには地表近くに糸を張る
　＊防虫には乾燥させたミカンの皮が一番
　お二人の講師の方には、多くの質問に答えていただ
きました。また、三村部長にはハウスの提供、野菜の
観察、育てた野菜の苗もわけてもらいました。忙しい
時期ながらもとても有意義な２時間でした。
		  （鈴木信子記）

●村内における葬祭環境整備検討委員会（６月10日）
　今回で検討委員会はまだ３回目です。年度が変わり
委員も数人変わりました。初めての委員もいる中、具
体的な検討案が出されました。話し合いの結果、村民
センターか健康館を改修する方向になりました。婦人
会として「お手伝いのことについてもっと検討する必
要があるのではないか。また、ＪＡ会館にエレベーター
を設置してバリアフリーにし、大会議室を葬祭に使用
してはどうか。」をお話ししました。	 （三村敏子記）

各委員会からの報告事項などについてお知らせいたします。
女性部「活動

だよ
り」

第348号

➡

➡
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６
月
27
日
、
Ｊ
Ａ
会
館
大
会
議

室
で
第
44
回
通
常
総
会
を
行
い
ま
し

た
。
当
日
の
出
席
状
況
は
、
正
組
合

員
１
，１
５
６
名
の
う
ち
本
人
出
席

51
名
、
委
任
状
26
名
、
議
決
権
行
使

書
９
４
１
名
と
な
り
ま
し
た
。

　

議
案
は
「
第
44
年
度
事
業
報
告
及

び
剰
余
金
処
分
案
の
承
認
」
な
ど
６

議
案
と
附
帯
決
議
及
び
特
別
決
議

で
、
審
議
の
結
果
全
て
可
決
・
承
認

と
な
り
ま
し
た
。

　

開
会
に
あ
た
り
小
林
肇
組
合
長
が
あ
い
さ

つ
し
た
後
（
内
容
は
６
面
に
掲
載
）、
議
案

審
議
を
前
に
菊
地
幸
彦
氏
（
西
３
の
４
）
と

吉
原
忍
氏
（
東
３
の
２
）
を
事
務
局
一
任
で

議
長
に
選
出
。
両
氏
の
進
行
で
審
議
が
行
わ

れ
、
全
て
が
可
決
・
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

審
議
で
は
、野
菜
の
生
産
振
興
に
つ
い
て
、

役
員
報
酬
に
つ
い
て
、
職
員
の
定
年
に
つ
い

て
な
ど
の
質
問
や
意
見
、
要
望
が
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。

　

大
潟
村
農
協
で
は
平
成
25
年
度
の
事
業
重

点
項
目
を
次
ペ
ー
ジ
の
と
お
り
掲
げ
、
組
合

員
の
皆
様
の
営
農
と
生
活
を
守
る
こ
と
を
理

念
と
し
て
今
後
も
役
職
員
一
同
努
力
し
て
ま

い
り
ま
す
。
農
協
の
情
報
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w

w
.ja-ogata.or.jp/

）
で
も
随

時
発
信
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く

だ
さ
い
。

議長に選出された２人受付する出席者

たくさんのご意見や要望、質問が寄せられました

開会の言葉を述べる組合長

～剰余金処分案など全議案を可決・承認～
第44回　通常総会報告

報
告
事
項

・
第
44
年
度
（
平
成
24
年
４
月
１
日
か

ら
平
成
25
年
３
月
31
日
ま
で
）
貸
借

対
照
表
、
損
益
計
算
書
及
び
注
記
表

の
内
容
並
び
に
全
国
監
査
機
構
の
監

査
報
告
及
び
監
事
の
監
査
報
告
の
件

・
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
基
本
方
針
の
一
部
変
更
の
件

議
　
　
案

第
１
号　

第
44
年
度
事
業
報
告
及
び
剰

余
金
処
分
案
の
承
認
の
件

第
２
号　

事
業
計
画
の
設
定
の
件

第
３
号　

中
期
経
営
計
画
（
平
成
25
年
度

～
平
成
27
年
度
）
の
設
定
の
件

第
４
号　

学
識
経
験
役
員
の
選
任
の
件

第
５
号　

員
外
監
事
の
選
任
の
件

第
６
号　

理
事
及
び
監
事
の
報
酬
に
関

す
る
件

附
帯
決
議

・
決
議
事
項
中
、
行
政
庁
の
認
可
、
承

認
等
を
必
要
と
す
る
も
の
に
つ
い

て
、
総
会
決
議
の
内
容
を
変
え
な
い

字
句
等
の
変
更
は
理
事
会
に
ご
一
任

願
い
ま
す
。

・
年
度
途
中
で
、
事
業
計
画
の
一
部
に

つ
い
て
軽
微
な
変
更
を
要
す
る
に

至
っ
た
と
き
は
、
理
事
会
で
当
該
計

画
の
変
更
が
で
き
る
こ
と
を
ご
承
認

願
い
ま
す
。

特
別
決
議

・
Ｔ
Ｐ
Ｐ
断
固
反
対
に
関
す
る
特
別
決
議

提
出
議
案
及
び

　
　
　 

報
告
事
項
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（
議
席
順
）

　

第
44
回
通
常
総
会
終
了
後
に
行
っ
た
理

事
会
な
ら
び
に
監
事
会
に
お
い
て
、
次
の

と
お
り
新
役
員
体
制
を
決
定
し
ま
し
た
の

で
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。代

表
理
事
組
合
長

小
林
　
　
肇

専
務
理
事

細
川
　
忠
通

常
務
理
事

（
学
識
経
験
役
員
）

高
橋
　
勇
輝

理
　
事

小
熊
　
健
一

理
　
事

桑
原
　
秀
夫

役
員
の
ご
紹
介

で
す
。
ま
た
、
近
々W

indow
s X

P

の
保
証

が
切
れ
る
た
め
、
Ｊ
Ａ
の
シ
ス
テ
ム
更
新
も

行
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
は
事

業
団
格
納
庫
の
解
体
、
整
備
、
そ
の
用
地
の

有
効
活
用
を
理
事
会
と
し
て
も
検
討
し
て
い

き
ま
す
。
そ
の
後
、
給
油
所
の
地
上
タ
ン
ク

更
新
も
控
え
て
お
り
ま
す
。
身
の
丈
に
合
っ

た
、
作
っ
て
良
か
っ
た
と
言
わ
れ
る
よ
う
な

施
設
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　

平
成
26
年
５
月
に
開
院
予
定
の
湖
東
総
合

病
院
で
す
が
、
Ｊ
Ａ
で
は
今
ま
で
福
祉
事
業

に
つ
い
て
検
討
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ

れ
を
機
に
、
大
潟
村
の
福
祉
政
策
に
つ
い
て

も
Ｊ
Ａ
が
ど
の
程
度
担
え
る
の
か
、
そ
う

い
っ
た
面
か
ら
も
、
高
齢
者
福
祉
制
度
へ
の

Ｊ
Ａ
の
携
わ
り
方
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　

今
年
か
ら
、
組
合
員
と
の
つ
な
が
り
強
化

と
い
う
こ
と
で
Ｊ
Ａ
ま
つ
り
を
企
画
い
た
し

ま
す
。
さ
ら
に
、
プ
ロ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

チ
ー
ム
・
ノ
ー
ザ
ン
ハ
ピ
ネ
ッ
ツ
と
の
連
携

に
よ
り
、
米
粉
商
品
の
認
知
度
ア
ッ
プ
の
た

め
の
企
画
を
行
う
と
と
も
に
、
小
学
生
を
招

待
し
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
を
見
な
が
ら
職
員
と
組

合
員
の
つ
な
が
り
の
強
化
を
随
時
進
め
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

中
期
３
ケ
年
計
画
の
初
年
度
に
当
た
る
平

成
25
年
度
は
、
爆
弾
低
気
圧
へ
の
対
策
を
う

ま
く
と
る
こ
と
が
で
き
、
最
小
限
の
被
害
に

食
い
と
ど
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
さ
ら

に
先
ほ
ど
申
し
上
げ
た
よ
う
に
、
馬
鹿
苗
の

数
を
か
な
り
抑
制
で
き
ま
し
た
。
し
か
し
な

が
ら
、
37
年
ぶ
り
の
大
量
発
生
と
な
っ
た
イ

ネ
ヒ
メ
ハ
モ
グ
リ
バ
エ
の
抑
制
に
は
力
が
及

び
ま
せ
ん
で
し
た
。
今
後
は
イ
ネ
ヒ
メ
ハ
モ

グ
リ
バ
エ
の
発
生
の
抑
制
、対
策
に
つ
い
て
、

来
年
度
に
向
け
て
色
々
な
機
会
に
勉
強
会
を

開
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
「
戸
別
所
得
補
償
制
度
」
か
ら
名
前
が
変

わ
っ
た
「
経
営
所
得
安
定
対
策
制
度
」
か
ら
、

来
年
度
は
新
し
い
農
業
政
策
へ
と
変
わ
り
ま

す
。
ま
た
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
へ
の
対
策
を
含
め
た
情

報
収
集
を
行
い
な
が
ら
、
ど
の
よ
う
に
米
政

策
を
利
用
す
れ
ば
農
家
の
所
得
が
上
が
る
の

か
、
し
っ
か
り
と
勉
強
会
を
開
き
組
合
員
と

の
意
思
疎
通
、
ま
た
情
報
提
供
に
努
め
て
い

き
ま
す
。

　

最
近
で
は
相
続
の
相
談
が
多
く
な
っ
て
き

ま
し
た
が
、
相
続
の
内
容
は
個
々
で
違
う
た

め
、
丁
寧
に
対
応
す
る
こ
と
を
重
要
視
し
て

い
ま
す
。
さ
ら
に
相
続
税
の
知
識
向
上
と

い
っ
た
部
分
を
強
化
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
平
成
27
年
１
月
に
行
わ
れ
る
大
幅
な

税
制
改
正
で
は
、
相
続
税
の
基
礎
控
除
の
減

額
が
決
ま
っ
て
い
ま
す
。
今
ま
で
は
大
潟
村

民
と
し
て
、
あ
ま
り
相
続
税
が
か
か
ら
な
い

状
態
で
し
た
が
、
こ
れ
に
よ
り
か
な
り
の
相

続
税
が
か
か
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
農
業

を
持
続
的
に
行
う
た
め
に
は
、
土
地
の
分
割

を
避
け
な
く
て
は
い
け
ま
せ
ん
が
、
相
続
に

よ
り
土
地
を
分
割
す
る
状
況
が
続
い
て
し
ま

う
と
、
せ
っ
か
く
の
大
規
模
農
家
も
小
さ
い

農
家
に
な
り
、
経
営
が
成
り
立
た
な
く
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
危
険
を
は
ら

ん
で
い
る
こ
と
を
前
提
に
、
こ
う
い
っ
た
部

分
の
節
税
、
ま
た
は
あ
ま
り
税
金
が
か
か
ら

な
い
よ
う
に
上
部
団
体
へ
説
明
を
す
る
な

ど
、
Ｊ
Ａ
と
し
て
も
積
極
的
に
運
動
を
展
開

し
て
い
き
ま
す
。

　

常
に
組
合
員
の
声
を
聞
き
な
が
ら
、
時
代

の
変
化
に
対
応
で
き
る
Ｊ
Ａ
に
な
る
た
め
に

一
生
懸
命
我
々
も
努
力
し
て
い
く
所
存
で

す
。
本
日
は
よ
ろ
し
く
ご
審
議
を
お
願
い
申

し
上
げ
ま
し
て
開
会
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

組
合
長
あ
い
さ
つ

　

梅
雨
入
り
宣
言
後
も
大
変
暑
い
日
が
続
い

て
い
ま
す
が
、
本
日
は
第
44
回
通
常
総
会
に

ご
出
席
い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
ま
た
、
大
変
お
忙
し
い
中
、
副
村
長

は
じ
め
ご
来
賓
の
方
々
に
ご
出
席
を
い
た
だ

き
大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

組
合
長
に
な
り
丸
三
年
が
経
ち
ま
し
た
。

就
任
当
時
は
戸
別
所
得
補
償
制
度
が
ス
タ
ー

ト
し
、
大
潟
村
全
体
が
加
工
用
米
で
生
産
調

整
を
始
め
た
年
で
し
た
。
そ
の
結
果
、
大
潟

村
の
生
産
調
整
の
達
成
率
は
大
幅
に
上
昇

し
、
村
内
融
和
も
進
み
ま
し
た
。
そ
の
後
、

東
日
本
大
震
災
を
経
験
し
、
停
電
と
な
っ
た

際
に
は
、
デ
ー
タ
管
理
、
危
機
管
理
の
大
切

さ
を
痛
感
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
爆
弾

低
気
圧
に
よ
り
多
く
の
ハ
ウ
ス
が
倒
壊
し
、

こ
れ
か
ら
の
自
然
災
害
へ
の
危
機
管
理
の
大

切
さ
を
感
じ
ま
し
た
。
さ
ら
に
は
、
馬
鹿
苗

の
大
量
発
生
に
よ
り
、
大
潟
村
の
あ
き
た
こ

ま
ち
の
種
場
を
失
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
専
業

農
家
群
大
潟
村
に
と
っ
て
大
変
な
損
失
で

す
。
よ
っ
て
冬
期
間
に
馬
鹿
苗
講
習
会
を
た

く
さ
ん
開
き
、
今
年
は
か
な
り
抑
制
で
き
た

と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

本
日
ご
提
案
す
る
案
件
の
中
に
は
中
期
３

ケ
年
計
画
を
上
程
し
て
お
り
、
主
に
、
長
期

固
定
資
産
の
取
得
で
あ
る
Ｊ
Ａ
施
設
の
更
新

を
予
定
し
て
い
ま
す
。
25
年
度
は
事
業
団
格

納
庫
の
肥
料
倉
庫
の
更
新
を
考
え
お
り
、
昨

年
度
検
討
委
員
会
を
設
置
し
ま
し
た
。
皆
様

か
ら
の
ご
意
見
を
充
分
検
討
し
、
総
会
終
了

後
速
や
か
に
建
設
委
員
会
を
設
置
す
る
運
び

代
表
理
事
組
合
長

　
　
小
　
林
　
　
　
肇
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理
　
事

深
井
源
八
郎

理
　
事

大
沼
　
葉
子

代
表
監
事

谷
口
　
良
一

監
　
事

松
井
　
　
仁

常
勤
監
事

（
員
外
監
事
）

菅
原
　
誠
一

理
　
事

佐
藤
　
忠
浩

事
業
重
点
項
目

１
．
指
導
・
販
売
事
業

（
営
農
支
援
課
）

・
試
験
研
究
事
業
へ
の
取
り
組
み

・
安
心
・
安
全
農
産
物
の
生
産
振
興

・
営
農
支
援
体
制
の
充
実

・
後
継
者
の
農
業
技
術
向
上
へ
の
取
組

・
米
需
要
調
整
へ
の
対
応

・
野
菜
の
生
産
振
興

（
生
活
課
　
生
活
指
導
）

・
高
齢
者
福
祉
対
策

・
健
康
管
理
対
策

・
組
織
活
動
の
強
化

・
エ
コ
運
動
の
推
進

２
．
購
買
事
業

（
生
活
課
　
店
舗
）

・
店
舗
型
宅
配
サ
ー
ビ
ス
の
検
討

・
全
部
門
の
強
化

・
利
用
者
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

・
専
門
知
識
の
習
得

・
店
内
の
補
修
修
繕

（
資
材
課
）

・
予
約
購
買
メ
リ
ッ
ト
の
追
求
、
充
実

・
競
合
店
対
策
の
強
化

・
多
様
化
し
て
い
る
技
術
へ
の
対
応

・
資
材
倉
庫
建
設
及
び
店
内
改
装
に
向
け
て

の
検
討

（
給
油
所
）

・
燃
料
の
安
定
供
給
の
確
立

・
利
用
者
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
事
業
推
進

・
効
率
的
な
事
業
運
営
の
確
立

・
施
設
等
の
維
持
管
理
の
検
討

（
整
備
課
　
農
業
機
械
）

・
整
備
業
務
体
制
の
充
実

・
相
談
機
能
の
強
化

・
農
業
機
械
に
よ
る
農
作
業
事
故
撲
滅
の
取
組

（
整
備
課
　
自
動
車
）

・
整
備
業
務
体
制
の
充
実

・
相
談
機
能
の
強
化

・
事
故
車
受
付
時
の
関
係
部
署
と
の
連
携
強
化

３
．
信
用
・
共
済
事
業

（
金
融
課
）

・
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
中
期
戦
略
に
基
づ
く
事
業
展
開

・
利
用
者
基
盤
の
拡
充
・
再
構
築

・
人
材
育
成
の
取
組

（
経
営
課
）

・
農
業
経
営
の
改
善
・
支
援
に
係
る
充
実
強
化

・
農
業
関
連
資
金
の
対
応
力
強
化

・
収
益
の
確
保

・
相
続
・
資
産
相
談
機
能
の
構
築

（
審
査
課
）

・
審
査
体
制
の
充
実

・
内
部
牽
制
機
能
の
強
化

（
共
済
課
）

・
組
合
員
・
利
用
者
に
安
心
の
輪
を
広
げ
将

来
に
わ
た
る
事
業
基
盤
の
維
持
・
拡
大

・
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
態
勢
の
強
化
等
に
よ

る
信
頼
性
の
向
上

・
利
用
者
満
足
度
を
高
め
る
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
と
品
質
の
向
上

４
．
総　

務

（
総
務
課
）

・
自
己
資
本
の
増
強
と
部
門
採
算
性
の
確
立

・
内
部
統
制
整
備
に
向
け
た
取
組
及
び
確
立

・
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
態
勢
の
確
立

・
人
事
労
務
基
本
方
針
に
伴
う
職
員
の
職
務

遂
行
能
力
の
充
実

・
事
業
団
格
納
庫
用
地
の
利
活
用
の
検
討

・
広
報
活
動
の
充
実

・
特
産
品
・
Ｊ
Ａ
宣
伝
活
動

・
Ｊ
Ａ
祭
り
の
検
討

100円均一コーナーオープン

種苗交換会での特産品販売 アンパンマンこどもくらぶ 窓口防犯訓練

給油所充填所地下タンク建設 馬鹿苗病防除試験の播種作業

自動車・農機展示会

廃プラ収集

平
成
25
年
度
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　県道沿いにあり、車で走るたびに目にする南の池。一帯は
「南の池公園」として村内外に親しまれる憩いの場ですが、
さてこの池は、自然のもの？それとも人工池？

＜答えは来月号に掲載いたします＞

「南の池の謎」

　毎日目にする風景。実はその中に、重要な役割を担っているも
のや、意外に知られていない実態を持つものがたくさん隠れてい
ます。このコーナーでは、大潟村のそんな「気になる風景」をク
イズ風にご紹介。さあ、ふらりと散歩に出かけてみましょう！

になる風景 大潟
気気

in

！？ その15

～６月号に掲載「役場前のモニュメント」の正体～
　先のとがった四角すいは、「海面の高さ」と「経緯度交会点」を模したものです。銀色のラ
インは海抜０メートルを表しており、周りにある池は、よく見ると大潟村の模型になっていま
す。役場に行かれた際は、一度じっくり眺めてみては…？

※許可なく立ち入りできない場所も
ありますのでご注意ください。

組合員の皆様、長い間ありがとうございました。
高橋　勇輝（総務課課長）　長い間お疲れ様でした。

【６月27日付】
氏　名 新　　任 旧　　任

藤田　　徹 総 務 課 課 長
審 査 課 課 長 兼 務 総 務 課 課 長 補 佐

【７月８日付】
氏　名 新　　任 旧　　任

大森　　悟 給 油 所 所 長 給油所所長補佐

斉藤　春彦 営 農 支 援 課
課 長 補 佐

営 農 支 援 課
営農指導係係長

堀　　則彦 総務課課長補佐 総務課経理係係長

山王丸正人 共済課課長補佐 共済課共済係係長

児玉　雅樹 整備課課長補佐
　　（自動車）　　

整 備 課
自動車整備係係長

一関由佳子 金融課貯金係係長 金融課貯金係主任

氏　名 新　　任 旧　　任

高橋　健一 金 融 課
総合推進係係長

金 融 課
総合推進係主任

中原　　進 給 油 所
給 油 所 係 係 長

給 油 所
給 油 所 係 主 任

北嶋里江子 生活課店舗係係長 生活課店舗係主任

石井　　彰 整 備 課
自動車業務係係長

整 備 課
自動車業務係主任

畠山　貴幸 資材課資材係係長 資材課資材係主任

伊藤　章美 整 備 課
農機整備係係長

整 備 課
農機整備係主任

菅原　博樹 経営課貸付係係長 経営課貸付係主任

石戸　悟郎 監査課監査係係長 監査課監査係主任

後藤美奈子 整 備 課
自動車業務係主任

給 油 所
給 油 所 係 主 任

三浦　恵治 資材課資材係主任 総務課経理係主任

牧野真理子 資材課資材係主任 整 備 課
自 動 車 業 務 係

佐々木　晋 共 済 課 共 済 係 資 材 課 資 材 係

田中　佑哉 総 務 課 管 理 係 共 済 課 共 済 係

谷　美紀子 金融課貯金係主任 金 融 課
総合推進係主任

鎌田　昌吾 総 務 課 経 理 係 総 務 課 管 理 係

退  職

職員の人事異動を行いましたのでお知らせいたします。

異  動

【６月26日付】

職　員　人　事
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理事会報告

報告事項
・業務報告（５月末事業実績等）
・コンプライアンス委員会報告
・平成24年度連続職場離脱に関する実施報告等について
・平成24年度末相談・苦情等対応に関する定期報告について
・平成24年度各部署における「自主検査報告書」の

点検結果等報告について
・平成24年度全般統制・不祥事未然防止行動計画に

おける評価結果等について
・内部統制等にかかる指導要綱・ＪＡバンク基本方針

に基づく「体制整備モニタリング報告」について
・購買事業（販売・指導事業含む）の現金管理事務手

続の一部改正について
・自主検査実施報告書・チェックリストの一部改正について

議　案
第27号	 監事監査回答について
第28号	 行政庁に提出する業務報告書について
第29号	 農協法第54条の３の規定に基づく業務及び

財産の状況に関する説明書類について
第30号	 夏期手当の支給について
第31号	 貸付金について

６月25日開催

議　案
第32号	 組合長の選任について
第33号	 専務理事の選任について
第34号	 常務理事の選任について
第35号	 代表理事の選任について
第36号	 特定理事の選任について
第37号	 常勤理事の担当業務について
第38号	 理事の職務代理順位について
第39号	 各委員会等の委員の選任について
第40号	 理事報酬の配分について	
第41号	 常勤理事の業務引継に伴う立会人の指名について
第42号	 固定資産（無形固定資産含む）の取得及び

リース取引による固定資産の賃借について
第43号	 資材倉庫建設に係る建設委員会の設置について
第44号	 資材倉庫建設に係る設計及び施工管理の業

者選定について

６月27日開催

貯　金 … 236億4,610万円
貸出金 … 104億8,475万円
出資金 … 008億8,350万円

ＪＡ大潟村の概況　25年６月末現在
正組合員数 …… 1,156名
准組合員数 …… 0,033名

農機・自動車展示会のご案内

ＪＡ－ＳＳ 「Ｇｏ！Ｇｏ！キャンペーン2013」

　整備課では夏のふれあい展示会を下記のとおり開催いた
します。各種秋作業用機械・自動車を取り揃えてお待ちし
ておりますので、ぜひご来場ください。

　給油所ではただ今キャンペーンを実施中です。秋田県内
ＪＡ－ＳＳでお買い上げいただいた3,000円分のレシート
で、抽選で素敵な賞品が当たります。ぜひご応募ください！

お問い合わせは農機（45－2585）・自動車（45－2411）まで。

お問い合わせは給油所（45－2511）まで。

日時：７月18日（木）・19日（金）　午前９時～午後４時
場所：整備課前駐車場

※営農だよりは休みます。

　ＪＡ大潟村では緊急情
報を含め、各種営農情報
を組合員の皆さまへお届
けしています。紙面での
情報提供では時間がかか
ることから、ＪＡホーム
ページにも随時掲載して
おります。ぜひご利用く
ださい。

★楽しい旅行コース【合計80名様（ペア40組）】
　・東京ディズニーリゾートパートナーホテル
　　三井ガーデンホテルプラナ東京ベイ
　　１泊朝食＋素敵なプレゼント付！
　・東北６県の旅館・ホテルの旅
　　（県内ＪＡ－ＳＳでご利用できる5,000円分ガソリン券付）
　　１泊２食付
★人気の家電・ゲームコース【合計50名様】
　・加湿空気清浄機
　・ＩＨジャー炊飯器
　・ポータブル地上デジタルテレビ
　・Ｗｉｉ　Ｕ
★ＪＡ－ＳＳ得々コース【合計510名様】
　・2,000円分ご利用券

実施期間：平成25年５月１日（水）～７月31日（水）（応募締切）
応募方法：期間中ＪＡ－ＳＳでご利用いただいた3,000

円分のレシートを専用応募ハガキに貼り、
必要事項をご記入のうえ、切手を貼らずに
給油所までお持ちください。

ＨＰの
ココを
クリック！

ホームページにて
営農情報を
随時配信中！

— 五城目警察署からのおしらせ —

軽トラの交通事故の特徴
◦対向車と衝突が多い
◦路外逸脱の事故が多い

こんなことに注意！
◦体調は万全ですか？
◦自宅近くでも発生して
います！
◦運転する時は必ずシー
トベルト！

死者の半数以上が

高 齢 者！
高齢者・軽トラ・国道
交通死亡事故多発！！

五城目警察署　TEL 018－852－4100
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No.185

お誕生日おめでとう !!お誕生日おめでとう !!
初めての

お誕生日おめでとう !!
No.166

お誕生日おめでとう !!お誕生日おめでとう !!
初めての

お誕生日おめでとう !!
No.176

お誕生日
おめでとう !!
お誕生日
おめでとう !!

初めての お誕生日
おめでとう !!No.179

お誕生日
おめでとう !!
お誕生日
おめでとう !!

初めてのお誕生日
おめでとう !!No.179

お誕生日おめでとう !!お誕生日おめでとう !!初めてのお誕生日おめでとう !!
No.170

お誕生日おめでとう !!お誕生日おめでとう !!初めてのお誕生日おめでとう !!No.178

　東陽の笑顔に家族全員が毎日癒されて

います。車が大好きな東陽。これからも

お気に入りの車のおもちゃでたくさん遊

ぼうね。元気で思いやりのある優しい子

に育ってね!!

椎川　東
とう

陽
よう

ちゃん

このコーナーに掲載希望の方はご連絡お待ち
しております。TEL  45−2211　広報担当

　独特の苦味と歯応えが特徴のゴーヤーは「ツル
レイシ」とも呼ばれ、沖縄をはじめ、九州で栽培
され、夏の野菜として、広く知られています。最
近では、夏の暑さを和らげる「緑のカーテン」と
して、都市部の学校や家庭でも盛んに栽培される
ようになってきました。
　ゴーヤーは６～９月が旬。熟す前の未熟果を食
べます。疲労回復に効果があるビタミンＣが豊富
です。ビタミンＣには肌を若々しく保ったり、ウ
イルスから体を守ったり、血管や筋肉を丈夫に保
つ働きがあります。また、苦味の成分モモルデシ
ンには、胃液の分泌を促して食欲を増進させる働
きもあり、夏バテ予防に役立ちます。ゴーヤーの
ビタミンＣは熱に強く、壊れにくいのが特徴。ゴー
ヤーの苦味を生かして、ゆでておひたしにしたり、
炒めてゴーヤーチャンプルーにしたり、いろいろ
な料理に使われます。 
　種と綿の部分に苦味があるため、スプーンで種
と綿をきちんと取り除き、切ってから塩でもんだ
り、ゆでてから使うとよいでしょう。油で炒める
と、苦味が和らぎます。

■材料（２人分）
ゴーヤー 1/2本（150g）・ネギ10㎝・焼き豚60g・卵１個・温かい
ご飯350g・ごま油大さじ２・中華スープのもと小さじ1/2・塩小
さじ1/4・こしょう少々・しょうゆ小さじ１

■作り方（１人分522kcal）
⑴　ゴーヤーは縦半分に切り、種と綿を取ります。さらに縦に２～

３つに切り、端から３～４㎜厚さに切ります。
⑵　ネギは小口切りに、焼き豚は７～

８㎜角に切ります。卵はほぐします。
⑶　大きめのフライパンにごま油を熱

します。強めの中火にし、溶き卵、ゴー
ヤー、焼き豚を入れてざっと混ぜ、
ご飯を加え、卵と一緒にほぐしなが
ら炒めます。

⑷　全体によく混ざったら、ネギ、中
華スープのもとを加えて混ぜ、塩、
こしょうで味を調えます。しょうゆ
を鍋肌から回し入れて、ひと混ぜし、
器に盛り付けます。

●夏野菜の代表格。独特の苦味で食欲増進！
ゴーヤー 食の

はなし
食の
はなし

Recipe ゴーヤーチャーハン

撮影：中里一曉

〒010－0443 秋田県南秋田郡大潟村字中央1－5　TEL 0185－45－2211㈹　FAX 0185－45－2273
インターネットアドレス http://www.ja-ogata.or.jp/
発行／大潟村農業協同組合　 印刷：㈱八郎潟印刷

JAだより おおがた

有機農業現地研修会を
開催します

　有機農業に関心のある方を対象に、有機農業
現地研修会を開催します。
　有機栽培を実践している農家と交流し、食の
安全、環境保全について考えてみませんか。

大潟村有機農業推進協議会　事務局
大潟村役場  産業建設課  産業振興班
TEL 45−3653　FAX 45−2162

対 象	 農家の方、有機農業に関心のある方、
ＪＡ営農指導員、県及び市町村の農業
関係者等

日 時	 平成25年７月26日㈮
	 午後１時30分〜
場 所	 大潟村有機栽培圃場（水稲、大豆）
集 合	 ＪＡ大潟村事務所ロビー
	 （午後１時受付開始）
費 用	 無　料
共 催	 秋田県農業研修センター

お問い合わせは

大潟村有機農業推進協議会からのお知らせ


